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１
月
９
日
、
福
井
新
聞
に

カ
ラ
ー
１
面
で
西
川
知
事
と

芥
川
賞
作
家
、
津
村
節
子
さ

ん
が
「
ふ
る
さ
と
福
井
を
語

る
」
と
あ
っ
た
。
西
川
知
事

個
人
と
作
家
津
村
さ
ん
の
Ｐ

Ｒ
で
あ
り
、
県
政
だ
よ
り
で

県
費
を
使
い
大
々
的
に
宣
伝

す
る
意
味
が
不
明
だ
。 

 

広
報
課
に
Ｐ
Ｒ
料
を
尋
ね

る
と
、
年
間
Ｐ
Ｒ
料
の
中
で

支
払
っ
た
と
の
答
え
。
西
川

知
事
の
Ｐ
Ｒ
は
個
人
の
後
援

会
で
支
払
う
べ
き
。
津
村
さ

ん
は
10
歳
で
東
京
に
転
居
、

福
井
に
何
ら
税
収
面
に
お
い

て
も
貢
献
し
て
い
な
い
。
福

井
新
聞
も
津
村
節
子
に
請
求

す
べ
き
で
県
費
を
受
け
取
る

県
政
の
Ｐ
Ｒ
隊
で
は
困
る
。 

 

県
政
と
福
井
市
政
に
対
し

記
者
発
表
に
重
点
を
置
き
国 

     

政
以
外
の
判
的
な
報
道
は
少

な
く
、
行
政
の
御
用
新
聞
な

ら
民
間
放
送
の
よ
う
に
購
読

料
ゼ
ロ
に
す
れ
ば
良
い
。
県

民
福
井
と
五
大
紙(

朝
日
・
中

日
・
読
売
・
毎
日
・
産
経)

を

読
ま
な
い
と
福
井
県
政
と
福

井
市
政
の
実
態
が
掌
握
で
き

な
い
の
で
は
困
っ
た
も
の
だ
。 

             

カ
ラ
ー
１
面
の
新
聞
広
告 

知
事
県
費
で
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ 

１月９日付福井新聞 
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  ２２年 ２１年 ２０年 １９年 １８年 １７年 １６年 １５年 １４年 １３年 １２年

県 税 収 入 90,688 92,807 113,871 119,386 104,051 97,017 96,978 93,569 97,231 113,920 111,379

県 民 税 30,095 31,156 33,927 34,561 21,650 19,861 20,080 18,953 21,022 30,953 29,776

法 人 事 業 税 16,151 19,909 35,254 38,266 33,552 29,673 29,353 26,145 25,993 35,072 31,280

核 燃 料 税 7,448 5,122 5,422 3,852 5,824 5,525 4,408 7,062 7,571 3,540 4,565

地 方 交 付 金 123,397 109,003 115,220 119,830 123,949 126,881 131,491 139,153 152,946 151,835 170,509

県 債 発 行 額 89,428 90,647 76,076 71,386 73,925 77,795 80,081 86,231 85,568 67,612 66,042

県債元金払い 63,505 58,162 53,212 53,340 56,596 60,867 69,171 58,579 54,824 51,094 48,156

県債利子払い 14,384 14,374 14,274 14,308 14,247 14,377 15,321 16,153 17,750 18,651 19,809

福井県の22年度決算による

と県税収入は 9０６億８８１

２千万。これは、県職員人件費

約１２００億円に満たない。法

人税収入は平成 18、19 年度よ

り半減。県債発行額は償還額を

過去10年、約200億円上回り、

低金利の中で何と年間１５０

億円の利子を金融機関に支払

っている。 

県債残高の推移

県税収入は職員の給与にも満たず 

法人税は半減、増えるのは借金ばかり 

◎調査部:行政情報調査・県内企業調査 
◎県勢人事録発行元 

 

 
 

〒910-0015 福井市二の宮 1丁目 6-3 
☎(0776)21-6812 FAX(0776)21-7571 

http://ww.kensei-fukui.jp 

県内の情報掌握一筋 
実績と信頼の 38 年 

慎重で確実な情報が信頼を得る。当社は年間契

約で相談事を承っております。特に、政治家・

経済人・役人・各種組織団体の戦略、選挙情報、

人柄、人脈、思想など当社のデータを駆使し、

専門家とともに対応します。(秘密厳守) 

(単位:百万円) 
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有
効
求
人
倍
率
、
小
中
学

生
の
学
力
と
体
力
、
夫
婦
共

稼
ぎ
、
社
長
輩
出
高
、
県
民

幸
福
度
の
い
ず
れ
も
数
字
を

取
り
上
げ
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
も
低
賃
金
、
地
域
に
根

付
い
て
い
る
宗
教
、
公
共
施

設
な
ど
箱
物
効
果
で
長
い
福

井
県
の
歴
史
の
中
で
育
っ
た

も
の
で
県
民
の
多
く
は
喝
采

を
送
る
ほ
ど
感
じ
て
は
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。 

 

そ
れ
よ
り
も
メ
ガ
ネ
、
繊

維
、
土
木
、
建
設
、
原
子
力

産
業
は
福
井
県
の
歴
史
が
世

界
に
誇
れ
る
福
井
ブ
ラ
ン
ド

だ
。
価
格
競
争
に
強
い
こ
れ

ら
の
産
業
王
国
を
育
て
、
雇

用
拡
大
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。 

 

脱
原
発
を
表
明
す
る
大
阪

市
長
、
橋
下
氏
の
考
え
の
根 

     

拠
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
資
源

の
地
場
産
業
育
成
に
よ
る
活

性
化
を
目
指
し
て
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
大
阪
都
構
想
は

財
政
効
果
と
都
市
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
を
府
民
に
あ
ら
ゆ
る

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
、
明
確
な

目
標
を
示
し
て
い
る
。 

 

西
川
知
事
、
東
村
市
長
、

河
瀬
市
長
は
京
都
府(

１
４

７
万)

大
阪
市(

２
６
６
万)

神
戸
市(

１
５
４
万)
堺
市
(

84
万)

名
古
屋
市(

２
６
６

万)

で
あ
る
京
阪
神
、
中
京
の

大
経
済
圏
を
福
井
に
呼
び
込

み
一
体
と
な
っ
た
経
済
と
交

流
人
口
政
策
を
緊
急
に
計
る

こ
と
が
賢
明
と
思
わ
れ
、
福

井
、
敦
賀
、
大
阪
、
名
古
屋

へ
の
大
動
脈
と
し
て
高
速
交

通
体
系
と
交
流
通
信
網
が
北

陸
新
幹
線
、
金
沢
―
敦
賀
間 

        

開
通
よ
り
先
行
す
べ
き
が
福

井
県
の
地
場
産
業
の
急
激
な

拡
大
と
人
口
増
に
結
び
つ
き

県
益
と
な
る
。 

 

机
上
だ
け
の
考
え
に
よ
る

政
策
で
ム
ダ
金
の
県
費
を
投

入
し
福
井
駅
部
８
０
０
メ
ー

ト
ル
を
先
行
建
設
に
同
意
。

新
幹
線
が
出
来
れ
ば
県
内
６

０
０
万
人
の
交
流
人
口
が
増

え
、
２
６
０
億
円
の
経
済
効

果
が
あ
る
と
12
年
先
の
先
送

り
予
測
は
官
僚
政
治
そ
の
も

の
で
官
僚
は
優
秀
だ
と
県
民

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
な
い
と
改

革
は
進
ま
な
い
。 

知
事
、
副
知
事
は
国
よ
り

迎
え
入
れ
る
。
国
は
誰
が
ど

こ
に
天
下
っ
て
各
省
、
各
課

に
ど
う
い
う
団
体
が
あ
っ
て

組
織
の
裏
側
に
何
が
あ
る
か

を
知
り
尽
く
す
霞
が
関
の
考

え
の
も
と
に
人
材
を
送
り
込

ん
で
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う

で
は
、
福
井
県
は
い
つ
ま
で

も
国
よ
り
脱
皮
で
き
な
い
。 

福
井
新
々
元
気
宣
言
、
元

気
な
産
業
、
元
気
な
社
会
、

元
気
な
県
都
、
元
気
な
県
政
。

漠
然
と
し
た
総
括
的
な
公
約

で
歴
史
、
図
書
館
、
恐
竜
、

サ
イ
エ
ン
ス
と
か
学
識
経
験

者
的
発
想
で
明
確
な
指
針
が

伝
わ
っ
て
来
な
い
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
、
ア
フ

リ
カ
南
部
で
日
本
の
面
積
の

10
倍
、
７
か
国
が
大
干
ば
つ

で
１
０
０
０
万
人
の
食
糧
危

機
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦

を
原
料
に
バ
イ
オ
燃
料
生
産
。

中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
新
興
国

の
重
要
拡
大
。
国
際
市
場
価

格
は
10
年
で
２
倍
以
上
と
な

り
将
来
的
に
日
本
の
コ
メ
と

の
格
差
は
な
く
な
る
。 

県
内
土
木
、
建
設
業
社
の

年
間
売
上
高
30
億
円
を
超
す

10
社
企
業
を
中
心
に
公
共
事

業
減
少
に
伴
い
、
関
西
電
力
、

日
本
原
子
力
発
電
な
ど
電
力

会
社
、
新
幹
線
、
高
速
道
路

な
ど
国
営
事
業
へ
の
積
極
的

な
受
注
拡
大
策
、
県
内
原
発

敷
地
内
保
管
に
限
る
使
用
済

み
核
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施
設

の
受
け
入
れ
、
石
油
天
然
ガ

ス
な
ど
の
資
源
輸
入
は
貿
易

赤
字
を
増
や
し
、
温
暖
化
対

策
な
ど
国
益
に
な
ら
な
い
。

原
子
力
発
電
再
稼
働
に
は
福

井
県
が
歴
史
的
に
考
え
て
も
、

機
関
産
業
と
し
て
も
最
重
要

だ
と
積
極
的
な
発
言
と
目
標

を
示
す
べ
き
で
は
。「
国
が
国

に
国
は
国
の
」
と
国
に
責
任

と
行
動
を
転
嫁
す
る
県
議
会

と
マ
ス
コ
ミ
発
言
が
目
立
つ

官
僚
知
事
で
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
見
え
て
こ
な
い
。 

国
会
議
員
、
県
会
議
員
の

経
験
、
挫
折
を
経
験
、
民
間

の
立
場
か
ら
行
政
を
見
つ
め

た
人
は
若
者
の
心
、
中
小
企

官
僚
的
発
想
は
時
代
に
逆
行 

関
西
・
中
京
圏
と
積
極
的
外
交
を 
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業
、
零
細
企
業
、
中
間
階
層
、

低
所
得
者
の
所
得
の
引
き
上

げ
と
幸
福
を
考
え
る
発
想
力

は
持
っ
て
い
る
。 

県
下
の
市
、
町
長
は
、
知

事
、
副
知
事
に
媚
を
振
り
県

会
議
員
は
存
在
意
識
が
失
わ

れ
、「
西
川
、
川
田
体
制
」
に

仕
切
ら
れ
、
高
所
得
者
と
地

元
大
企
業
が
潤
う
よ
う
な
権

力
独
裁
体
制
が
ま
す
ま
す
進

む
こ
と
に
警
鐘
を
上
げ
る
政

治
家
の
誕
生
が
望
ま
れ
る
。 

３
期
目
の
知
事
選
で
与
野

党
相
乗
り
約
９
０
０
の
企
業

団
体
が
推
薦
し
、
投
票
率

58
％
、
１
９
４
７
年
以
降
過

去
２
番
目
の
低
さ
。
一
方
、 

         

昨
年
末
の
福
井
市
長
選
で
も

投
票
率
24
％
、
過
去
最
低
だ

っ
た
１
９
９
０
年
の
29
％
を

下
回
り
オ
ー
ル
与
党
の
中
、

自
民
、
民
主
、
社
民
、
公
明

各
政
党
と
企
業
の
推
薦
状
は

６
０
０
を
超
え
、
市
内
全
地

区
45
の
地
区
後
援
会
を
組
織

し
、
知
事
選
、
福
井
市
長
選

と
も
「
長
い
も
の
に
巻
か
れ

な
い
と
村
八
分
と
な
る
」
社

会
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
県

人
口
80
万
、
福
井
市
25
万
の

田
舎
都
市
と
言
え
る
。 

知
事
選
で
は
山
本
拓
、
河

瀬
一
治
氏
の
出
馬
の
動
き
は

あ
っ
た
が
支
持
を
得
ら
れ
ず
、

５
年
前
の
福
井
市
長
選
で
は

前
田
県
議
、
西
藤
元
県
幹
部

も
出
馬
に
圧
力
が
か
か
り
業

を
煮
や
し
た
高
木
文
堂
が
出

馬
し
た
が
各
種
団
体
の
圧
力

も
か
か
り
惨
敗
。
出
馬
し
た

い
人
が
自
由
に
出
馬
出
来
る

こ
と
が
民
主
主
義
の
原
点
で

あ
る
県
民
思
想
が
福
井
県
に

は
特
に
望
ま
れ
る
。 

     


